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Rapid estimation of the earthquakeof a large earthquake has sometimes been . 

required for Tsunami司warning.against the coast of Southern Shikoku. 

FolIowing with the researches of earthquakes felt on I¥yusyu and Setonaikai 

Coast the author'checkes the accuracy of epicenter determination from observatibnal 

data on' three compqnents of initial motiori and a P--:-S interval obtained at a 

single stq.tion on southern Shikoku. It is concluded that although the method 

might bring about， some errors， they are not Very serious . and' can practicalIy be 

neglected in an urgent case. 

It is also recognized that according to the distribution of epicenters， earthquakes 

are divided into several groups and the earthquakes of each group are charac-

terized by depth of hypocenters， type of seismograhls and deviated angle of initial 

motions fromthe direction of epicenters and P.→ S ratio. Then he researches 

the earth structure of southern I¥yusyu from 'the conclusions declared above. 

まえがき

津波の顧慮などのため大地震に際しては気象庁，管区

気象台よりの警報・震源電報の伝達が待ちきれぬ場合が

ーある.そこで筆者は九州および、瀬戸内海沿岸の各地震計

設置官署 13個所についてそこの地震計の一点観測だけ

でどれくらいの精度で震源・震央が推定できるかを以前

に調査して，大約次のごとき結果を得た.

1. 発震地域ごとに震源深度はほぼ一定しており，そ

の初動の押し引き，Z"P， eP， Z"S， eSの区分もほぼ

一定しでいる.すなわち発震地域ごとに発震機構は

ほぼ一定しているとみられる

2: 震源より和達表によって求めた 'p-S秒を実誤1)

* Received July 16， 1965. 
村広島地方気象台

P-S秒で除して得た P--.:..S秒比は地震波伝播速度

が標準速度より速いときは 1000verとなり， 遅い

ときは 100belowであるが，大体 100土20以内に

おさまっている.かつ発震地域ごとにほぼ一定して

いるから過去の地震につき大体のその模様を調べ

ておけば震央距離も士10%以内で推定し得る.

3. 地震計の初動より得た震央方向と真震央方向との

聞には若干の偏角がある.今震央より観測点をみて

向って右偏りの経路で入手したものを正値，左偏り'

に入射したものを負値にとれば，犬体士20。以内に

、おさまり，かつ発震地域ごとにその偏角値がほぼ一

定しているから，過去の地震につき大体その偏角を

調べておけば震央方向も士山。以内で推定し得る

4. 以上の2者より大体の地殻構造も推定し得る

5. 初動3成分より震源深度の推定はできない.
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6. 震動の極急，急，緩の区別の他に地震計周辺の問

題があって最大振幅と震度との関係は個所ごとの差

があって，一概に!は言えない.

7. 特に地震が多いような周期年というものは見当ら

ない.

8. 特に地震の多い月というものは見当らない.

9. 割合地震の多く起る時間らしいものはあるが，個

所ごとに異なり，全般的には言えない.

10. 何か地震波動の伝播を阻害するかのごとき 2，3

‘の層の存在が認めれた.・

そこで筆者は以上に続いて 1948ー1963年の南四国の
宇和島・清水・高知・室戸岬について同様な調査をした

のでここに報告する.ただ、レ地震原簿の借用がで、きずに

大阪管区地震月報記載要素にのみ頼った所もあるので，

以上の全部については調査し得なかった。

~ 1.‘宇和島の部

宇和島の昭和 25年より 38年までの有感地震は四国

.中国地方では比較的に多い方であり，-Table 1.1のよ

うに年平均約 10箇であるが，震度E以上のものは極め

てすくなく，かっ Fig. 1.1にみられるように至近のも

dもすくない.

有感地震の発生年別数， 月別発生数， 時別発生数は

Table 1.1， Table 2. 1， Table 3. 1に示すごとく特別

Year 

'Table 1.1 Numbers of earthquakes felf ，at Uwazima on each Intensity. 
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Table 2.1 Numbers of earthquekes felt at Uwazima on each "month. 

r 11950_1 51 l，.52 ¥， '531 541~' 551 ，561 57¥ 581 弱¥'601 611叫 63'1Sum 
1 3 2 2 2 1 10 

2 1 2 1 3 3 1 1 1 1 2 16 

3 1 2 2 2 1 1 2 2 -1 1， 2 16 

4 1 1 1 1 1 1 1 1 8 

5 1 2 1 ，，1 1 2 1 1 1 11 

ぷ2ロ0 コ 6 1 1 1 1 1 1 1 7 

'7 1 1 2 1 1 2 句4 1 2 15 

8 2 2 1 1 2 1 1 1 2 1 1 15 

9 2 1 ー1 3 1 1 '2 11 

10 2 1 1 4 2 1 2 1 、1 1 16 

14 1 1 2、 1 1 2 1 15 

.12 1 3 1 6 1 1 6 

time 

Table. 3.1 Numbers of earthquakes fe1t at Uwazima on each occurence， time. 

し6¥'8¥10¥ 9 ¥51-， '91 9 ¥ 31 81，41 2 ¥ '5¥ 3¥ 6 ¥ 8¥-31'0 I 51_61 ，4 ¥. 5 ¥ 8 ¥ 12川ιnumbers 
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• 132 

Eig. 1. 1 Relation between maximum amplitude. 

and seismIC interisH:y fe1t at Uwazima. 

Fig. 2. 1 Distribution of epicenters classified 

according to the depth of hypocentersat 

Uwazima. 

な周期性あるいは頻発性のようなものは認められない.

宇和島の入手資料として極急・念、・緩の体感別が得ら

オ;i，なかったので最大振幅と震度との関係は総計に依らざ

るを得なかったが，その関係は Fig.1.1に示すがごと

〈大体妥当と認められる.

宇和島の有感地震の震源とその深度分布は Fig.2.1 

に示すがごとくであり， .九州と安芸灘の一部のものを除

けば一般に浅く，かつ宇和島以南の震源が少なく，これ

らを高知・清水の調査表と照合すれば宇和島には南方の

地震が伝播し難いよiうであり，また宇和島では東方の震

源が少なく，これを松山の調査表と照合すれば宇和島，に

は東方の徳島・高知両県境あたりの地震も伝播し難いよ

うである.

さらに宇和島の有感地震のー特徴として震源の確定で

きないものが多数有ることがあるそれも宇和島至近局発

であるためでなく ，P-S秒が数秒のものに多し常識

的には他の地震計官署に当然明瞭に記象されてしかるべ

きにもかかわらずそうでないものが多いために震源が確

定れていないもので，いろいろの点から押してそのよう

な震源は Fig.2.1記載のもののの他に宇和島ーの南方よ

り南東方にかけて宇和島より数十 kmの地帯に相当数

存在するものと考えられる

一般に宇和島の地震記象， 特に初動の記象はよくな

く，初動の押し引きの判定資料に足るものはすくない

が， それだも初動の押し引きの震央別分布は Fig.3.1 

に示すごとく，四国をつつむ押し区域とその南北一帯の

引き区域ならびに九州南方の押し区域の四つに大体別れ

ている.

宇和島の有感地震のー特徴は初動 ePのものが多いこ

とで，‘そのよDなものは筆者の今までの調査中では阿蘇

山だけで、あり， -Fig. 4.1に示すご主く z'pのものは安

芸灘より南に豊後水道・日向灘一帯と紀伊半島に多く，

ePのものは四国と九州に多い. 宇和島の地盤そのもの

が悪いためならばこのような方向性は示さないはずであ

府彩~
珍勿勿グ
万切手グ

34， 

Fig. 3.1 Distribution of' epicenters、c1assified

according to the direction 01 initial inotion 

at Uwazima. 

Fig. 4.1 -Distribution of 'epicenters c1assified 
aとcordingto type of I: on seismograph 'at 
Uwazima. 

~3 --o-:-



70 験震時報 31巻 3，4号

Fig. 5. 1 Distribution of. eticenters classified 

according . to a ratio of P-S interval that 

calculated from Wa:dati's table to that observed 
at Uwazima. 

るから，この点からも宇和島の東方および南方のそれぞ

れのあたりに何か特殊な層の存在するらしいことが考え

られる.

P-S秒比の分布は Fig.、5.1に示すごとく宇和島の

東と南東・九州、|・四国南方沖の below地域とその他の

over地帯とに大別される. しかしこれは今での各地調」

査から推定した地穀構造のそれと矛盾する点が多い.一

口に云えば，各地の P-S秒より標準伝播速度をもって

震源を推定する場合に宇和島の P-S秒が短かすぎるこ

とが多いのである.筆者にはその因を宇和島周辺が特に

denser、であ.るため|こは考え難い， むしろ ePのものが

多く iPのものでもあまりはっきりしないものが多いた

めに初動のたち上りが捉え難いためで、はあるまいかと思

えるのである.

同じ原因によって初動の水平2成分が記載されてrる
P ものは極めてすくなく，初動偏角の分布は Fig.6. 1の，

ごとくにはなっているが，士共値の大きいものが多い.

当然であろう.

結論として言えることは宇和島ではここの一点観測だ

けで震源を推定するのは困難であり，かっその観測値は

31 

-Fig. 6. 1 Distribution of epicenters classi:fied 
according to an angle between the directioh 

of epicenters and of initial motion at Uwa-

zlma. 

中枢においても使用しがたいということである.'しかし

その原因となる宇和島の南方ーの何か地震活動の伝播を限

害するかのごとき層の位置は清水・高知の調査の後にの

み推定され得ょう.特に日向灘の九州よりの海域の諸地

震がもっと近距離の清水よりも宇和島で有感となり易い

点が注目される

~ 2. 清水の部

清水の有感地震についてはすでに清水測候所の黒田技

官の調査があるが，まだ正式な印刷物にはなっていない

ようである.筆者の本調査は黒田技官のものと一部重複

している旨をまずお断りしておく

l清水の有感地震数は中国・四国でもすくない方で年平

均は約4笛に過ぎない.Table 1.2に示すごとく一見震

度 tr，mのものが多いようであるが，これには後に述る
ような異見がある.

Table 1. 2， Table 2. 2に示すよ予に発震年月には特

別の周期性や特異の集中性は見当らない. 発震時には

Table 3.2に示すごとくやや少ない時刻が認められる

が，資料数がすくないため何とも言えない.

Year 

Table 1. 2 Numbers ofearthquakes felt at Simizu on each Intensity. 
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rh949|50151|52153154155|56157158159160161162l631sum 

1 1 2 1 1 O 5 

2 1 1 

3 .1 1 1 1 2 1 7 

4 1 1 1 1 1 1 6 

5 1 、1 1 2 1 2 8 

，+Z o g d 6 1 1 2 1 5 

7 Z 1 2 1 1 1 2 9 言
8 2 1 3 

9 2 2 1 5 

10 1 1 2 
1 

1 6 

11 1 1 1 1 5 

12 1 1 2 

Table 3.2 Numbers of earthquakes felt at Sirpizu on each occurence time. 

ti口le
O 1 2 3 4 5 6 7 

lll|||i|5|617||8|||1  |||  
8 9 ，10 11 12 13 14， 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

nu山

寸ア1|
内V"1~ι;4 i 

b品 M仏守4423i ・⑥@0 ・

I品 s々ea，2 l 首

3~ 

t 清水では体感極急のものが比較的多く，緩のものは

P-S秒の長いものに多いことが Fig; 1.2にて明瞭で

あるが，これは当然である.

Fig. 1.2は P-S秒別，体感別に清水における震度

ど最大振幅との関係を図示したものであるが，他所に比

し小振幅でも震度が比較的大きいことが認めら札，特に

振動緩のものでそれが著しヤことに気付く.これはおそ

らくは建物の関係であり，大振幅のものは他所よりかえ

ってすくないぐらいである. したがって清水市一般を考

えれば清水で、は震度H. mのものが多いとは言えまい.
また清水市での有感地震は Table よりなお少いとも言

えよう

Fig. 2.2 Distribution of. epicenters classified 

according to the depth of hypocenters' at 

Simizu. 

清水で、の有感地震の震源は Fig.2.2に示すように多

数のものが安芸灘・豊後水道より日向灘にかけて分布し

ており，その他は九州と紀伊半島より南海道にかけての

やや深いものであり，四国全般と瀬戸内海の中部以東の

ものはいづれも浅く，かっその数がすくない.清水南方

海域では実際に地震が発生していなし、のであろう.特に

注目を要するのは宇和島では有感であった高知-愛媛県

境あたりの震央のものが清水ではほとんど無感であった

ことで，宇和島の部で述べた何か地震波動の伝播を阻害，

するかのごとき層は宇和島と清水の中間あたりを両県境

あたりに沿って存在しているのであろう.この層は日向
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34 130， 

~31 

Fig. 3.2' Distribu'tIonof epicenters c1assified 

according' to the direction of initial motion 

at Simizu. 

@ 

Fig. 5.2 Distributi'on of 、'epicenters.classfieci 

according to a ratio of P-S interval calculated 

byWadati's table to that observed P-S iri-

terval at Simizu. 

灘には延びていないようである

4清水で、の有感地震の初動は絶大多数が押しで始まり，

引きで始まっているものは Fig.3.2に示すように清水

の南方海域と瀬戸内海中部の一部に-過ぎない

宇和島のそれに反し，清水の有感地震のほとんど全部

は'iPであり".ePのものは阿蘇山付近に 1箇と高松付

'近の 1箇と日向灘中失の 1箇のみであった.

清水での有感地震の p-;s秒比の分布は Fig.'5.2に

示すがごとくであった.すなわち九州と紀伊水道南方・

瀬戸内海中部の below域と他の o柁r域とにわかれて

Fig. 6. 2 Distrib~tioil of epicenters c1assif，ied 
according to an angle between the. direction 

.of epicenters and of initial motion at Simizu. 

1000 

800 

Fig.7.2 Comparison betweena calculated.depth 

from three components of iriitial motion at 

SiInizu and 'the depth deterinined by' ordinary 

method. 

おり， これは今までの調査地のうち宇和島を除いた分 .紀伊水道の南方とはlっきりと別れている・そしてその分

の調査値と大体一致している. 日向灘中部を南北に走る ' 布は今までの他所の調査ならびに清水のP-s秒比の分
below域と ρver域との界がはづきりしているのは興味 布より推察されるものと大体一致lべているところからみ

深ト. 、 • て，清水での偏角は実在のものであり，誤測に 4よるもの

清水での有感地震の初動偏角の分布は Fig.6.2に示 はすくないと考えられる.

すがごとくであった. とれによれば大算は士100、の範 清水で句初動 3要素より得た入射角を震央ぎで直線的

囲であり '.負値域は四国・中国・近畿，正値域は九州、!と 一 に延長して得た震源深度は 'Fig.7'，2'に示したごとくで
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あり，当然過大に出ているが，これよりは清水では上下

動が一般より過大に出るように思われる

~ 3. 高知の部，

、高知の有感地震は中国'・四国の中では徳島とならんで、

もっとも多い方で、あり， 年平均的な 10箇強に達する

が，特に Table1.3にみるごとく震度n，JIIのものの数

が比較的に多いの‘が特徴である. これは Table4.3に

明瞭なーごとく体感極急のものが圧倒的に多いことによる

ものであーろう.、

Table 1.3の年別数は昭和 30年・ 31年をさかいと

しで昭和 31年以降は前半に比L激減していることに気'

が付く.これは清水・室戸岬・宇和島の南四国の他の個

所にはあらわれていない.高知の有感地震が昭和 31年

以降激減しているのは高知付近‘・至近に震央を持ってい

73 

るものの減少が主要因子であがる， どうしてそうなった

かは判明 Lない.その点を高知地方気象台に照会したの

であるがその原因は観測そのものによるものではない

らしいとの回答があづた.

Table 2.3の高知の有感地震数の月別分布には特に注

目されるような点はない.

Table 3.，3の時別起時分布では若干昼にすくなく夜に

多い傾向が認められること他所よりやや顕著である

Table 4.3 -P-S秒別極急・急・緩の体感別分布では

常識どおり近距離ηものほど体感極急のものが多く，か

っ高知では近距離， 至近距離のちのが圧倒的に多いた

め， 他個所で出まず有感とはならない十数 μのもので

さへその多くが有感となっており， 10Qμ 以下のもので

さえ震度Eのものが多く，最大振幅と震度。との関係は

P-s秒を顧慮して Fig.l.3のごとくになっている.

Year 

Table 1， 3 Numbers of earthquakes 、fe1tat Kochi .in eachi Intensity on each Year. 

k
内
判
明

ω
ロ
ωハF
H
H
H

Tcital 

46; 

、13

199 

Table2.3 Numbers of earthquakes felt at Kochi On each nour. 

r ， 1附|叫 511判判 54t. .55 1 56 1 57 1 . 58 1 59' '1 6? 1 61 1 '.62 r 63 1 Tn凶
1 、1 5 1 3 1 1 2 15 

2 1 1 1 1 4 1 11 

3 1 4 3 1 1 1 q 2 1 2 19 

4 2 2 1 1 1 2 1 1 1 1 14 

5 1 1 1 1 2 、 3 1 1 2 .2 15 

，+Z 。g J 6 3 1 4 1 1 1 11 '. 
7 1 1 2 2 3 1 つ、J 1 2 1 1 18 宮
8 4 4' 3 2 1 1 2 1 1 1 20 

9 2 2 1 1 1 1 2 、10

10 1 1 3 1 1 1 1 9 

11 1 “ ワ 2 1 2 1 
、

1 I r 10 

12 1 1 1 1 2 1 7 

γA 
U
 
0
 
・n

Table 3.3 ，Numbers of earthquakes feJt at Kochi on each occurencehour: 

|1'11'1-11'11 1111111  1 I~'.~I~I 

1 81 41 91 91 ，6/ 81， 717 / 41 31 '2/ 2/， 4 i '51 71州 3/'1 / 6，' 4110/13/吋81numbers 
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Table 4.3 Numbers of earthquakes felt Kochi on each P-S interval. 

6 5 4 3 2 
1 1 
O 、 1、P-S 1 1 1ー 11

7 8 9 10 11 12 13 14 15 
1， 1 1 
16 17 18 

11  
19 20 

‘++4ω J 吋J 
V 2: 32 : 22 i 10 'i 6 1 2:' 5 i 2 i 3 2: 1: : 1 3: 

凶~。、
Q 1 1i 11 1 i &: 4: 6 4: 5i 5i 1 1 2: 1 i 2: 4i -1 

S 
-1 

total ¥ 2 ¥ぉ戸2i 11 i 7 2¥6¥ 5[ 4[10 6: 6:5: 5 i 1 

21 
11  

22 23 
1 1 ，1 1 
24、25 26 27 

1: 1 i- : 1 :、

4'~ 2: 2: 1: 

1 ，1 

28 29 

1 

1 1 

30 31 32 33 34 

、I

~1 

35 
1- 11  
36 37 38 39 

1: 

L over 1 Total 40 ~ .~~ I 

4': 3: 3; 1; ; 11 ;. 1 ;、. .、1.i 1 

Fig. 1.3 A relation between maximum ampli-

tude and seismic Intensity at Kochi. 

つまり高知で、は小振幅の地震でも有感ないし大震度の地

震となり易いのであり，この点では筆者の今までの調査

では広島のそれに似ている.清水では振動緩のものでか

えって震度の大きなものが多く，筆者はそれを建物の関

係と推断したカら高知でのそれはおそらく地盤占建物の

双方が関係しているものと考えられる

高知iでの有感地震の震源分布は Fig.2.3に示すよう

であった.ただiし高知の有感地震には至近距離・近距離

の局発地震なるなめ震源の確定できぬようなものが全数

のほぼ3分の 1に達しているが，高知の地震計の初動よ

り推定してその震央の過半は高知の南象限より北象限に

あるようである.

高知の有感地震震源の大部分は四国特に東半部の浅い

ものであり一一少数は吉野川に沿う 40km程度のやや

深いもの一一室戸岬沖より紀伊水道のこれも浅いものの

Fig. 2. 3 Distribution _ of， epicenters of -，earth-

quakes felt at KOchi c1assified according to 
the depth of epicenters. 

他に日向灘・紀伊半島・安芸灘のやや深いものと九州、|の

100km深以上の深いものであり， 松山・宇和島で有感

であった高知愛媛県境あたりのものは高知とは近距離で

ありながら有感にはなっていない.これは今までに何回

も述べたように宇和島あたりを東ないし北東に走る何か

地震波動の伝播を阻害するかのごとき浅層帯の存在によ

るものであろう.四国の西半部南方市には実際に顕著な

震央にないようであり， 日向灘でも中半以西に多いよ

うである.

Fig> 3.3 は高知の有感地震の初動の押し引きの分布

を示したもので，北東方に若干の錯綜はあるが四国東半

部(室戸岬付近を除く〉の引き区域と残りの押し区域には

っきり分れている.なお四国の南方沖には震央がほとん

ど存在していないのでその地域の押し引きはっきりしな

- 8一、
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I君

fig. 3.3. The Distribution of epicenters classified 

according to the direction of initial motion at 

Kochi. 

Fig.5.3 Distribution of epicenters :classified 

according to a ratio of P-S interval calculated 
Wadati's table to observed P-S interval at 

Kochi. 

いが，清水の例からみておそらく引き区域と思われる.

Fig. 5.3は高知有感地震の相の発現はほとんど全部

が iPiSであった.

; Fig. 5.3は高知の P-S秒比の分布を示したもので

あり，室戸岬付近と四国南方洋上;紀伊水道・瀬戸内海

の一部にのみbelow域があり，他は揃って over域であ

った.高知の有感地震には近距離・至近距離のものが多

く， それらの P-S秒比は正確とは言えないがそのほ

とんど全部が over値を示しており，大体室戸付近を除

く全四国がかなり標準速度より速い伝播速度を持つ地域

のようである. しかもその偏差はかなり大きなものらしー

し宇和島・清水・松山・広島の調査でみられた九州と

高知・愛媛県境あたりの below域は高知では瀬戸内海

の一部を除いて over域となっている

高知に近いものを除けば P-S秒比は大体は 100士10

以内におさまっていることは他所と同様である.

75 

Fig. 6. 3 Distribution of epicenters classified 

accoraing to an angle between thedirection 

of epicenters and of initial motion at Kochi. 

Fig. 6.3は高知の有感地震の高知での初動偏角の分

布を示したものであり，近距離のものを除けば大体

，士200 の内におさまっているが，士100 以内のものは比

較的にすくない.これは高知付近の地殻構造が比較的複
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四国では徳島・高知にもっとも有感地震が多川が，室

戸岬は四国ではもっとも有感地震の少なh所で、年平均

3個弱にすぎない，しかし Table1.4に明瞭な、ごとく震-

度 1，mのものの全数に対する割合は比較的に多い.
なお昭和 .30年の多発はそのほとんど全部が徳島・高知

時報

雑なためであろう. 大体としては高知の北東方と安芸

灘，四国のはるか南方の負値域と残りのJJi値域とにわか

れており，四国中部の密層の走向は大体が東西のようで

ある.なお高知の初動偏角の正負域と清水のそれとがほ

ぼ逆に現われていることは興味が深い.

高知での初動3要素より得た入射角を震央まで直線的

に延長して得た震源深度は Fig..7.3に示したごとくで

あり，当然過太に出ており特に遠距離のものほどそう
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Table 1.4 Numbe.rs of earthquakes fe1t at Muroto on' each Intensity. 
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Table 3.4 

I I I I I I .1一 I I 
O 12345678  

¥ 2 3 3~ 1 4: 2¥ 2 2 0 ~ 
9 

1 

い.緩のものが近距離のものにのみあるのは珍らしい.

Fig. 1・4ほ室戸岬の有感屯震の最大振幅・ P-S秒

と震度との関係を図示したものであるが，他所のごとく

数十μ程度のものはまず有感ではなふ'百 μ程度で震

度 Eとヤう毛のも'ごく少ない.これは室戸岬の地盤ない

しは建物が揺れにくいものであるためと言えよう.さら

に Fig..2.4に示すように室戸に比較的近い高知県中部

-10 -

numbers 

県境付近の山地に発生したものである.

Table 1.4，-τable 2.4，' Table 3.4に示すごとく地

震の起った年・月・時刻分布には特別な色ものは認められ

なし、.

震動極急のものが5個，急のものが 22個，緩のもの

が5個，無記載のものが8個で、その体感頻度分布は高知

と異っているがやはり P-S秒の短か卜ものに極急が多
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Eig. 2.4 Distribution-of epicenters of earth-

quakes -felt at Muroto classified according to 

the depth of epicenters. 

Fig. 3. 4 The Dishibution of epicenters. clas-

sifiied according to the direction of Initial 

motionat Muroto. 

の地震はほとん、ど全部が有感としては感じていない.こ

れも室戸岬北西方に何か地震波動の伝播を阻害する層が

あるかのごとき感をいだかしめる.

すなわ舌室戸岬の有感地震の震央の大部分は Fig.2.4

に示すごとく室戸岬を通る南北線以東に散在し，かうい

づれも浅いもののみである.

ヘ

室戸岬の有感地震の室戸岬での初動押し引き分布は

Fig. 3.4 に示すごとく安芸灘ιと紀伊水道南部お上び徳

島県南部一帯の押し地帯と残りの引き地帯とにわかれて

おり，特に高知とはほぼ直角方向の徳島県南部一帯が高'

知では引きとなってい石ことと対照して興味が深い.

3'4 130 

。
/ 

Fig. 4.4 Distributionof epicen主ers-classified 

， according to the types of P' and S on seismo-

gram at Muroto. 

ーFig.5.4 Distribution of epicenters classfied 

according to a -I'atio of p-S interval ca1cu-

rated by Wadati's table to observed. P-S 

interval at Muroto. 

Fig. 4.4は室戸の有感地震の室戸岬での記象型を示

したもので比較的に ePや eSが多いが， 区域的にどこ

には ePであるとか eSであるとまでは言いかねる.

Fig. 5.4は室戸岬の Pァ S秒比の分布を示したもの

であり，室戸岬付近と四国南方洋土，紀伊水道，四国中北

部が blow域であり，‘他は揃って over域である over

値偏差はかなり大きく，高知での調査と綜合すれば室戸

岬仔近を除く四国一帯は標準速度よりかなりはやい伝播

速度を持つ地域のようである.昭和 36年 1月 21日の

宮崎付近の地震の調査(験震時報 28巻2号別刷， Sep . 

.1963 :宮崎における有感地震の 1調査， P. .53) のさい、

も等発震時線が四国方面でいちぢるしく凸出していた.

-11-----' 
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Fig. 6.4 Distributionof epicenters c1assified 

according to anangle between' the direction 

of epicenters and of initial motion at Muroto・

Fig. 6.4は室Fの有感地震の室戸岬での初動偏角を

示、したものであり，他所に比し偏角が一般にはなはだ大

きい.負値の大部分は室戸仰の北方，徳島・高知県境あ

たりにある.偏角の大きなことは室戸岬の北方一帯の地

殻構造の複雑なことを示すものであろう

総じて室戸岬では P-S秒比の 100よりの偏差も大

きく，かつ相の読取りの困難なものが多いので，室戸岬

一点観測で震央を求めることはかなりの誤差を伴い易い

と言えよう.

室戸岬での初動3要素より入射角が得られたものはす

べないが，それを震央まで直線的に延長して得た震源深

度は Fig.7.4に示したごとくであり，当然過大に出て

いる

S 5. 南四国総括の部

南四国の宇和島・清水・高知・室戸岬のうちのすくな

くとも 1箇所に有感であった地震の 15年間の総数は約

300個で年平均約 20個であるが 4個所全部に有感で

あったものは 8個， 3個所に有感であったものは 20個，

2個所に有感であったものが 40個にすぎず，絶大多数
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Fig. 7.4 Comparison between a ca1culated 

depth fromthreecomponents of initialmotion 

at Muroto and the detth determined 'by 

ordinary method. 

の， 200余個は 1個所のみ有感の局発地震であり， 特に

高知と宇和島の局発地震が多かった.

以上の各地震の最大震度別回数分布は Table1.5に

示すがごとくであり，大震度のものはすくない.起年月

別分布は Table2.5に示すように月に関しては特別な

分布を示さず，年に関しては総数としては昭和 31年以

降がそれまでより減ってい、ることを示しているが，それ

は高知の有感地震が昭和 31年以降かなり減少している

ことによるものである.

起時別分布は Table3.5に示すごとく夜間の多数と

昼間の少数となって現われているが，昼でも 14時--15

時のみはめた、って多い.

以ーと各地での最大震度別震央分布は Fig.8に示すさ

としやや震度の大きなものは紀伊水道南部と南海道

Year 

Table 1.5 Numbers of earthquakes felt on Southern Sikoku in each Intensity. 

Sum 

kc-ω
ロ
ωパザロ同

Total -

-12ー
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Sum 

1 2 I 5 3 2 2 5 1 1 2 24 

2 3 3 3 1 4 7 1 1 1 1 2 28 

3 1 5 3 2 2 3 3 1 1 5 2 2 4 34 

4 2 2 2 1 2 1 2 2 1 1 1 1 1 3 22 

5 1 1 1 1 3 3 1 3 4 2 3 2 25 

E.# 4 旬。~ 6 3 3 1 4 2 1 1 2 1 18 

7 1 1 3 2 4 t 3 2 2 4 2 4 1 30 

8 4 4 5 5 2 1 3 2 3 2 1 1 3 1 1 37 

9 4 2 2 2 1 3 1 1 3 19 

10 1 2 2 1 5 3 2‘ 1 3 1 1 1 23 

11 1 2 1 1 1 2 1 1 7 1 3 2 25 

12 1 2 1 3 1 3 2 1 14 

Nuinbers of earthquakes ，felt on Southern Sikoku in each year， month. 

561 571 58.1 回 160 1 611 1
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34 

Fig， • 2. 5'Distribution of epi~enters of earth-
quakes: felt on Southern Sikoku c1assified 

according to' the' depth. 

沖，安芸灘と日向灘および九州南方海上にのみであり，

四国内陸のものは近距離にお川ても震度は精、々 II-であ

り，四国内陸には大きな地震はここ 15年開発生Lてい'

ないことを示している

以上の震央とその深度別の分布は Fig.2.5に示すが

ごとくでその他に高知と宇和島の付近または至近に多数

の局発地震震源がある.即ち南四国の有感地震震央は室

戸岬・清水の付近を除く全域にかなり多数存在し，その

他に紀伊水道南部より南海道沖と安芸灘・豊後水道より

日一帯に多数あるが，高知県の西半分の太平洋沖にはほ

とんど存在していない.

四国内陸の地震はまず 40km以下で極めて浅い. 60 

km深程度のやや深いものは紀伊水道と安芸灘および白

向灘中部に散在し， 100 km:深以上のものは九州|のみで

ヨl

Fig. 9 Denser -layer and coarser laverー

ある

一一-show~ 'some layer which，obstructs 
the propagation of seismic wave. 

各地での Fig.5， Fig. 6により南四国の地震波動伝

播速度を比較参照して大体の地殻の密疎を示Lたものが

Fig. 9である. 即ち大体四国全部は密地域で特に高知.

県と徳島県・香川県の境一帯は地震波の伝播速度がはな

はだ大きい.室戸岬付近・淡路島付近と瀬戸内海中部一

帯は疎地域であり，また日向灘と四国南方海洋一帯も地

震波の伝播速度の小さい疎地域である.

各個所で述べたごとく宇和島付近を南西より北東に走。

るものと室戸岬北方を東西に走る何か地震波動η伝播を

阻害するかのごとき層があるらしく距離・規模からみ

て当然有感であるべきものがある個所では無感と，なっ

:C，南四国の局発地震の数を多からしめているよりであ

る
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